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題意を満たす r の最大値を、 R とする。 

E を中心とする円が、他の円と接しないとき 

i) aADAB  ,1  ii) 1,  ADaAB  のいずれかである。 
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E を中心とする円が、他の円と接するとき 
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)(aS は半径 R の円の面積の 2倍であり、 22)( RaS  であるから、
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a3 のとき 
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これより、
a

aS
af

)(
)(  の増減は右の通り。 

グラフの概形は下図の通りである。 
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